

































































































































































































































２．調査対象：調査協力の得られた A 看護専門学校生　１年生　81 名　２年生 76 名














































































1 年生 2 年生
1 2 3 4 1 2 3 4
自分の能力が試される機会 34.6 48.1 13.6 3.7 25.0 46.1 27.6 1.3
困難な仕事へ挑戦する機会 16.0 38.3 34.6 11.1 11.8 50 28.9 9.2
自分の力で何かを成し遂げる機会 32.1 48.1 17.3 2.5 43.4 44.7 10.5 1.3
仕事の上での自己の将来性 29.6 44.4 21.0 4.9 55.3 36.8 6.6 1.3
仕事上の責任の重さ 14.8 46.9 32.1 6.2 13.2 50.0 32.9 3.9
仕事内容が複雑で変化に富むこと 2.5 32.1 48.1 17.3 6.6 31.6 48.7 13.2
仕事を通じ勉強し成長する機会 38.3 49.4 9.9 2.5 53.9 44.7 1.3 0
専門家として信頼されること 44.4 42.0 8.6 4.9 52.6 44.7 2.6 0
創造性・独創性を発揮する機会 12.3 59.3 28.4 0 17.1 47.4 31.6 3.9
仕事が自由にまかされる機会 18.5 55.6 21.0 4.9 25.0 47.4 25.0 2.6
仕事の専門性 34.6 46.9 14.8 3.7 31.6 56.6 11.8 0
自分に対する周囲の期待 21.0 32.1 42.0 4.9 11.8 50.0 31.6 6.6
実力・能力本位の処遇や報酬 28.4 43.2 25.9 2.5 23.7 47.4 25.0 3.9
リーダーシップを発揮する機会 11.1 43.2 38.3 7.4 13.2 36.8 42.1 7.9
表２．人間関係	 （％）
1 年生 2 年生
1 2 3 4 1 2 3 4
仕事仲間とのよき人間関係 90.1 9.9 0 0 82.9 13.2 2.6 1.3
職場の皆から受け入れられること 75.3 19.8 4.9 0 69.7 27.6 2.6 0
上司とのよき人間関係 85.2 13.6 1.2 0 80.3 15.8 1.3 2.6
仕事を通じて社会に役立つこと 48.1 42.0 6.2 3.7 46.1 47.4 6.6 0





1 年生 2 年生
1 2 3 4 1 2 3 4
高い給与やボーナス 70.4 24.7 4.9 0 72.4 26.3 1.3 0
休日の数・勤務時間の短さ 48.1 37.0 14.8 0 50.0 31.6 15.8 2.6
通勤の便利さ 65.4 27.2 7.4 0 84.2 10.5 5.3 0
安定した会社や勤め先であること 76.5 21.0 0 2.5 69.7 27.6 2.6 0
仕事の気楽さ 44.4 30.9 19.8 4.9 47.4 22.4 23.7 6.6
勤め先の福利厚生施設 48.1 40.7 7.4 3.7 43.4 38.2 15.8 2.6
勤め先の世間での評判 46.9 43.2 8.6 1.2 40.8 36.8 19.7 2.6
表４．職務挑戦・専門職意識　（換算点数化）
1 年生 2 年生 学年差
自分の能力が試される機会 96.2 65.8 △ 30.4
困難な仕事へ挑戦する機会 13.6 26.3 12.7
自分の力で何かを成し遂げる機会 90.1 118.4 28.3
仕事の上での自己の将来性 72.8 138.2 65.4
仕事上の責任の重さ 32.1 35.5 3.4
仕事内容が複雑で変化に富むこと -45.7 -30.3 15.4
仕事を通じ勉強し成長する機会 111.1 151.3 40.2
専門家として信頼されること 112.3 147.4 35.1
創造性・独創性を発揮する機会 55.6 42.1 △ 13.5
仕事が自由にまかされる機会 61.7 67.1 5.4
仕事の専門性 93.8 107.9 14.1
自分に対する周囲の期待 22.2 36.8 14.6
実力・能力本位の処遇や報酬 69.1 61.8 △ 7.3
リーダーシップを発揮する機会 12.3 5.3 △ 7.0





1 年生 2 年生 学年差
仕事仲間とのよき人間関係 190.1 173.7 △ 16.4
職場の皆から受け入れられること 165.4 164.5 △ 0.9
上司とのよき人間関係 182.7 169.7 △ 13
仕事を通じて社会に役立つこと 124.7 132.9 8.2
家庭的な職場の雰囲気 114.8 106.6 △ 8.2
　　　　　　　　　平均値 156.3 149.5 △ 6.8
表６．労働条件　（換算点数化）
1 年生 2 年生 学年差
高い給与やボーナス 160.5 169.7 9.2
休日の数・勤務時間の短さ 118.5 110.5 △ 8
通勤の便利さ 150.6 173.6 23
安定した会社や勤め先であること 169.1 164.5 △ 4.6
仕事の気楽さ 90.1 80.3 △ 9.8
勤め先の福利厚生施設 122.2 103.9 △ 18.3
勤め先の世間での評判 125.9 93.4 △ 32.5






































































































































































































































































３）日本看護協会『平成 21 年版看護白書』によると、看護師養成数は毎年増加しており、2005 年
の 52,471 名が、2008 年には 56,609 名となっており、さらに病院に就職した新卒看護師数は
2003 年以降横ばい状態で経過し、毎年 37,000 ～ 38,000 名が看護職として入職している。
４）今回の調査は縦断研究ではないので、現時点における 1 年生と 2 年生の職業意識の差から推測
して考察するにすぎない。意識の変化を明らかにするためには継続的に調査研究を行う必要が
ある。
５）波多野梗子「看護学生および看護婦の職業的アイデンティティの変化」『日本看護研究学会誌』
1993、21-28 の研究結果においても（対象が短大生ではあるが）「１年生では高いアイデンテ
ィティを示すが、３年生では看護婦の現実な姿に触れて低下する」と指摘しており、本研究と
同じ結果を提示している。
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